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学が
っ

校こ
う

経け
い

営え
い

方ほ
う

針し
ん

1１　学
がっ

校
こう

教
きょう

育
いく

目
もく

標
ひょう

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の自
じ

立
りつ

と社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

を目
め

指
ざ

し、一
ひ と り

人一
ひ と り

人の力
ちから

を伸
の

ばして、主
しゅ

体
たい

性
せい

をもって豊
ゆた

かに生
い

きる人
にん

間
げん

を育
そだ

てる

２　目
め

指
ざ

す学
がっ

校
こう

像
ぞう

（ビジョン）
家
か

庭
てい

や地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

から信
しん

頼
らい

され、本
ほん

市
し

の特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

教
きょう

育
いく

のセンターとしての
役
やく

割
わり

を果
は

たす学
がっ

校
こう

・児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の自
じ

立
りつ

と社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

を目
め

指
ざ

す学
がっ

校
こう

・専
せん

門
もん

性
せい

を高
たか

め合
あ

い、弛
たゆ

まぬ教
きょう

育
いく

実
じっ

践
せん

を行
おこな

う学
がっ

校
こう

・児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

が生
い

き生
い

きと活
かつ

動
どう

する教
きょう

育
いく

環
かん

境
きょう

が整
ととの

った学
がっ

校
こう

・地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

に開
ひら

かれた学
がっ

校
こう

３　目
め

指
ざ

す子
こ

ども像
ぞう

明
あか

るく　元
げん

気
き

に　たくましい子
こ

ども

４　目
め

指
ざ

す教
きょう

師
し

像
ぞう

専
せん

門
もん

性
せい

と指
し

導
どう

力
りょく

の向
こう

上
じょう

を目
め

指
ざ

し、児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

、保
ほ

護
ご

者
しゃ

から信
しん

頼
らい

される教
きょう

師
し

　本
ほん

校
こう

の校
こう

長
ちょう

、中
なか

尾
お

秀
ひで

行
ゆき

です。
　このスクール・ガイドは、本

ほん

校
こう

に入
にゅう

学
がく

を希
き

望
ぼう

されて
いる児

じ

童
どう

生
せい

徒
と

の皆
みな

さんに、本
ほん

校
こう

のことをよく知
し

っても
らうために作

さく

成
せい

したものです。
　本

ほん

校
こう

は、五
ご

年
ねんまえ

前 ( 平
へい

成
せい

２４年
ねん

９月
がつ

)、南
みなみ

区
く

出
で

島
じま

の地
ち

に、
日
に

本
ほん

一
いち

の施
し

設
せつ

・設
せつ

備
び

を誇
ほこ

る特
とく

別
べつ

支
し

援
えん

学
がっ

校
こう

として移
い

転
てん

・
開
かい

校
こう

しました。
　素

す

晴
ば

らしい学
がっ

校
こう

では、「明
あか

るく　元
げん

気
き

に　たくましく」
を目

もく

標
ひょう

にして、児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の皆
みな

さんが本
ほん

校
こう

を卒
そつ

業
ぎょう

して、
自
じ

立
りつ

し、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

するために必
ひつ

要
よう

なことを学
がく

習
しゅう

します。
　本

ほん

校
こう

で学
まな

ぶ、「かっこいい児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

」の学
がっ

校
こう

生
せい

活
かつ

の様
よう

子
す

を御
ご

覧
らん

ください。

学が
っ

校こ
う

長ち
ょ
う

の
言こ

と

葉ば
校
こう

長
ちょう

  中
なか

尾
お

秀
ひで

行
ゆき
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日に
っ

課か

2 本
ほん

校
こう

には広
ひろ

島
しま

市
し

の中
なか

区
く

、東
ひがし

区
く

、西
にし

区
く

、南
みなみ

区
く

、安
あ

芸
き

区
く

の児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

が主
おも

にスクールバスで通
つう

学
がく

しています。
本
ほん

年
ねん

度
ど

は２1 コースで運
うん

行
こう

しています。
高
こう

等
とう

部
ぶ

の生
せい

徒
と

の中
なか

には公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

を利
り

用
よう

して通
つう

学
がく

している生
せい

徒
と

もいます。

小
しょう
学
がく
部
ぶ
の日
にっ
課
か

9：00

10：10

11：00

11：45

13：15

13：40

14：00

14：40

月 火 水 木 金

日常生活の指導
自立活動

給食（日常生活の指導／自立活動）

日常生活
の指導

日常生活の指導 日常生活の指導

中
ちゅう
学
がく
部
ぶ
の日
にっ
課
か

9：00

10：05

10：55

11：45

13：10

13：40

14：00

14：40

月 火 水 木 金

日常生活の指導
自立活動、朝学習、保健体育（体力づくり）

作業学習

作業学習

給食（日常生活の指導／自立活動）

日常生活
の指導 作業学習

／
自立活動

日常生活の指導 日常生活の指導

楽しく歯磨き

ミニハードルをジャンプ

体幹トレーニングスクールバスでの登校

給食当番 おいしくいただきます
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　火
か

曜
よう

日
び

と木
もく

曜
よう

日
び

は、小
しょう

・中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

の児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

と高
こう

等
とう

部
ぶ

生
せい

徒
と

の下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

が違
ちが

います。
　小

しょう
・中

ちゅう
学
がく

部
ぶ

の児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

が乗
じょう

車
しゃ

する下
げ

校
こう

便
びん

が１４：４０発
はつ

で１1 コース、高
こう

等
とう

部
ぶ

生
せい

徒
と

が乗
じょう

車
しゃ

する下
げ

校
こう

便
びん

が
１５：２０発

はつ
で１３コースで運

うん
行
こう

しています。
　職

しょく
業
ぎょう

コースは、全
ぜん

員
いん

自
じ

力
りき

通
つう

学
がく

で、下
げ

校
こう

時
じ

刻
こく

は月
げつ

曜
よう

から金
きん

曜
よう

まで毎
まい

日
にち

１５：２０です。

高
こう
等
とう
部
ぶ
普
ふ
通
つう
科
か
の日
にっ
課
か

※ 第
だい

１学
がく

年
ねん

は、木
もく

・金
きん

が作
さ

業
ぎょう

学
がく

習
しゅう

　　※ 第
だい

２・３学
がく

年
ねん

は、月
げつ

・火
か

が作
さ

業
ぎょう

学
がく

習
しゅう

9：00

10：05

10：55

11：55

13：10

13：40

14：00

14：40

15：20

月 火 水 木 金

日常生活の指導
自立活動、朝学習、保健体育（体力づくり）

作業学習 作業学習

作業学習 作業学習

給食（日常生活の指導／自立活動／作業学習）

作業学習
／

自立活動

作業学習
／

自立活動

日常生活
の指導

日常生活
の指導 作業学習 日常生活

の指導

日常生活
の指導

日常生活
の指導

生徒会のあいさつ運動

楽しみな休憩時間

職場見学

出島クリーン作戦同じ分量で配膳します

屋上で体力づくり
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高
こう
等
とう
部
ぶ
普
ふ
通
つう
科
か
職
しょく
業
ぎょう
コースの日

にっ
課
か
（第
だい
1 学
がく
年
ねん
）

※ 第
だい

2・3 学
がく

年
ねん

は木
もく

・金
きん

が作
さ

業
ぎょう

学
がく

習
しゅう

※ 第
だい

2 学
がく

年
ねん

は月
げつ

が流
りゅう

通
つう

　　　　  　
※ 第

だい
3 学

がく
年
ねん

は火
か

が流
りゅう

通
つう

　　　　  　

8：40

9：10

10：00

11：00

11：50

13：00

13：50

14：45

15：20

月 火 水 木 金

SHR、保健体育（体力づくり）

作業学習 作業学習 流通 家政

作業学習 作業学習 流通 家政

作業学習 作業学習 流通 家政

作業学習（配膳）
給食・休憩

作業学習 作業学習 情報

作業学習 作業学習 職業

作業学習（清掃）、SHR

バス（公共交通機関）での通学

学級旗の制作

学校医とスタッフによる歯科指導

介護の基礎技術を社会人講師から学ぶ

「校内をきれいにします」ビルメンテナンスサービス班 「平和の花カンナ」の植え替え
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3
訪ほ

う

問も
ん

学が
っ

級き
ゅ
う

◆
健け

ん

康こ
う

な
状じ

ょ
う

態た
い

を
維い

持じ

・
改か

い

善ぜ
ん

し
、
外が

い

界か
い

へ
の
興き

ょ
う

味み

・
関か

ん

心し
ん

を
広ひ

ろ

げ
ま
す
。

指導形態
生活単元学習

自立活動

自立活動「プール」

家庭での入学式

「生活単元学習」手型粘土 「自立活動」干支の飾り作り「生活単元学習」かばんの飾り付け

運動会 応援演技

修学旅行（USJ） 「生活単元学習」誕生日会

目
も く

標
ひょう

　生
い

きる力
ちから

を育
そ だ

てる。

・健
けん

康
こう

な心
こころ

と体
からだ

を育
そだ

てる。
・保

ほ

有
ゆう

する感
かん

覚
かく

を活
かつ

用
よう

し、物
もの

事
ごと

を把
は

握
あく

する力
ちから

やいろいろな人
ひと

からの働
はたら

き掛
か

け
を受

う

け止
と

められる力
ちから

を育
そだ

てる。
・感

かん

じたことを表
ひょう

現
げん

する力
ちから

や周
しゅう

囲
い

に主
しゅ

体
たい

的
てき

に働
はたら

き掛
か

ける力
ちから

を育
そだ

てる。
・様

さま

々
ざま

な生
せい

活
かつ

の中
なか

で、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

を精
せい

一
いっ

杯
ぱい

発
はっ

揮
き

し、役
やく

割
わり

を果
は

たそうとする力
ちから

を
育
そだ

てる。
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◆
様さ

ま

々ざ
ま

な
体た

い

験け
ん

的て
き

活か
つ

動ど
う

を
通と

お

し
て
基き

本ほ
ん

的て
き

な
行こ

う

動ど
う

を
身み

に
付つ

け
ま
す
。

小し
ょ
う

学が
く

部ぶ

の
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

4
指導形態

日常生活の指導

遊びの指導

生活単元学習

国語

算数

音楽

図画工作

体育

自立活動

教
きょう

育
い く

目
も く

標
ひょう

教
きょう

師
し

や友
と も

達
だ ち

と一
い っ

緒
し ょ

に生
せ い

活
か つ

する楽
た の

しさを感
か ん

じ取
と

り、
自
じ

分
ぶ ん

から進
す す

んでものごとに取
と

り組
く

む力
ちから

を育
そ だ

てる。

・健
けん

康
こう

でたくましい心
こころ

と体
からだ

を育
そだ

てる。
・身

み

の回
まわ

りのことを自
じ

分
ぶん

でする力
ちから

を育
そだ

てる。
・人

ひと

とかかわる力
ちから

を広
ひろ

げ、共
きょう

感
かん

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・自

じ

分
ぶん

の感
かん

情
じょう

や思
おも

いを豊
ゆた

かに表
ひょう

現
げん

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・ものに対

たい

する興
きょう

味
み

を広
ひろ

げ、自
じ

分
ぶん

から働
はたら

き掛
か

ける力
ちから

を育
そだ

てる。
・しっかり考

かんが

えたり判
はん

断
だん

したりする力
ちから

を育
そだ

てる。

「生活単元学習」大きなさつまいもができたよ「体育」ジャンボ滑り台

「遊びの指導」ボールプールへダイブ

「生活単元学習」校外学習

「生活単元学習」発表会

「体育」水泳 「国語」文字の学習
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◆
生せ

い

活か
つ

年ね
ん

齢れ
い

に
応
じ
た
経
験
を
積つ

み
重か

さ

ね
、

　
将し

ょ
う

来ら
い

の
社し

ゃ

会か
い

生せ
い

活か
つ

の
基き

礎そ

を
身み

に
付つ

け
ま
す
。

中ち
ゅ
う

学が
く

部ぶ

の
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

5
指導形態

日常生活の指導

生活単元学習

作業学習

国語

数学

音楽

美術

保健体育

総合的な学習の時間

自立活動

教
きょう

育
い く

目
も く

標
ひょう

　主
し ゅ

体
た い

的
て き

に生
せ い

活
か つ

する力
ちから

を育
そ だ

てる。

・体
たい

力
りょく

を育
そだ

てるとともに、自
じ

分
ぶん

の力
ちから

で精
せい

一
いっ

杯
ぱい

体
からだ

を動
うご

かす力
ちから

を育
そだ

てる。
・身

み

の回
まわ

りのことを自
じ

分
ぶん

でしようとする力
ちから

を育
そだ

てる。
・人

ひと

と共
きょう

感
かん

することを喜
よろこ

び、一
いっ

緒
しょ

に頑
がん

張
ば

り合
あ

う気
き

持
も

ちを育
そだ

てる。
・自

じ

分
ぶん

の気
き

持
も

ちや意
い

思
し

をしっかりともち、表
ひょう

現
げん

したり伝
つた

えたりする力
ちから

を育
そだ

てる。
・自

じ

分
ぶん

でやり遂
と

げることにより、自
じ

分
ぶん

が行
おこな

った活
かつ

動
どう

に価
か

値
ち

や喜
よろこ

びを見
み

いだす力
ちから

を育
そだ

てる。
・身

み

近
ぢか

なことに関
かん

する知
ち

識
しき

・認
にん

識
しき

を広
ひろ

げ、自
みずか

ら考
かんが

え、判
はん

断
だん

して、行
こう

動
どう

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・生

せい

活
かつ

体
たい

験
けん

を広
ひろ

げ、自
じ

分
ぶん

で楽
たの

しみを見
み

いだす力
ちから

を育
そだ

てる。

「音楽」楽器の演奏「総合的な学習の時間」犬とのふれあい

「作業学習」園芸

「総合的な学習の時間」ボランティア掃除

「作業学習」陶芸

「作業学習」手工

「生活単元学習」ヌマジ交通ミュージアム
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◆
卒そ

つ

業ぎ
ょ
う

後ご

の
家か

庭て
い

生せ
い

活か
つ

、
社し

ゃ

会か
い

生せ
い

活か
つ

及お
よ

び

　
職し

ょ
く

業ぎ
ょ
う

生せ
い

活か
つ

な
ど
に
必ひ

つ

要よ
う

な
力ち

か
ら

を
身み

に
付つ

け
ま
す
。

高こ
う

等と
う

部ぶ

の
学が

っ

校こ
う

生せ
い

活か
つ

6
指導形態

日常生活の指導

生活単元学習

作業学習

キャリア学習

国語

数学

音楽

美術

保健体育

総合的な学習の時間

特別活動

自立活動

【
普ふ

通つ
う

科か

】

「生活単元学習」校外学習（買物）

「美術」回転版画

「生活単元学習」季節の花 「作業学習」紙工 「作業学習」織り

「保健体育」縄跳び

「作業学習」製菓

「作業学習」木工

教
きょう

育
い く

目
も く

標
ひょう

　豊
ゆ た

かに生
せ い

活
か つ

できる力
ちから

を育
そ だ

てる。

・基
き

本
ほん

的
てき

生
せい

活
かつ

習
しゅう

慣
かん

の確
かく

立
りつ

に努
つと

める。
・生

せい

活
かつ

する上
うえ

で、必
ひつ

要
よう

な体
たい

力
りょく

の充
じゅう

実
じつ

を図
はか

るとともに、障
しょう

害
がい

を受
う

け止
と

めて、
自
じ

分
ぶん

の課
か

題
だい

に取
と

り組
く

んでいく力
ちから

を付
つ

ける。
・日

にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

に必
ひつ

要
よう

な基
き

礎
そ

的
てき

知
ち

識
しき

を身
み

に付
つ

け、生
せい

活
かつ

の場
ば

に生
い

かす力
ちから

を育
そだ

てる。
・自

じ

分
ぶん

の思
おも

いや考
かんが

えを表
ひょう

現
げん

し、主
しゅ

体
たい

的
てき

に行
こう

動
どう

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・お互

たが

いを尊
そん

重
ちょう

し、集
しゅう

団
だん

を形
けい

成
せい

する一
いち

員
いん

として行
こう

動
どう

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・仲

なか

間
ま

と共
とも

に働
はたら

いたり、活
かつ

動
どう

したりする喜
よろこ

び・態
たい

度
ど

・意
い

欲
よく

を育
そだ

てる。
・生

せい

活
かつ

を豊
ゆた

かにするために、余
よ

暇
か

を有
ゆう

意
い

義
ぎ

に過
すご

ごす力
ちから

を養
やしな

う。
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指導形態
作業学習

国語

社会

数学

理科

音楽

美術

保健体育

職業

情報

家政

流通・サービス

総合的な学習の時間

特別活動

教
きょう

育
い く

目
も く

標
ひょう

・地
ち

域
いき

生
せい

活
かつ

において自
じ

立
りつ

と貢
こう

献
けん

の意
い

味
み

を理
り

解
かい

し、社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

において果
は

たさなければなら
ない役

やく

割
わり

に基
もと

づいて行
こう

動
どう

する力
ちから

を付
つ

ける。
・職

しょく

業
ぎょう

自
じ

立
りつ

に向
む

けて自
みずか

らの適
てき

性
せい

に合
あ

わせた進
しん

路
ろ

選
せん

択
たく

や決
けっ

定
てい

する力
ちから

を育
そだ

てる。
・地

ち

域
いき

生
せい

活
かつ

、社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

に応
おう

じた必
ひつ

要
よう

な知
ち

識
しき

、技
ぎ

能
のう

、態
たい

度
ど

を獲
かく

得
とく

しようとする意
い

欲
よく

を育
はぐく

む。
・職

しょく

業
ぎょう

的
てき

自
じ

立
りつ

に必
ひつ

要
よう

な学
がく

力
りょく

と体
たい

力
りょく

及
およ

び持
じ

続
ぞく

力
りょく

の伸
しん

長
ちょう

を図
はか

る。

◆
社し

ゃ

会か
い

人じ
ん

と
し
て
の
職し

ょ
く

業ぎ
ょ
う

ス
キ
ル
や
知ち

識し
き

、
社し

ゃ

会か
い

性せ
い

を

　
伸し

ん

長ち
ょ
う

し
、
自じ

立り
つ

し
た
地ち

域い
き

生せ
い

活か
つ

を
目め

指ざ

し
ま
す
。

【
普ふ

通つ
う

科か

職し
ょ
く

業ぎ
ょ
う

コ
ー
ス
】

地域の方々との交流会校外でのパンの販売

「特別活動」校外学習

「総合的な学習の時間」茶道の体験

広島市立高等学校総合文化祭（ステージ発表）

「作業学習」フードサービス

「作業学習」クリーニングサービス
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進し
ん

路ろ

状じ
ょ
う

況き
ょ
う

7

◆平成 28年度卒業生進路状況　内訳� 平成 29 年４月１日現在

種　別 生徒数 具体的な進路先

生活介護 15 名

森の工房みみずく、生活介護事業ファニー
重症児・者福祉医療施設 鈴が峰、友和の里　通所部
地域活動支援センター　オリーブ、広島作業所
生活介護さんらいふ、ポケット
広島市東部障害者デイサービスセンター（重介護室）
あべに～る南観音

自立訓練 ５名 まなびキャンパスひろしま

就労継続支援Ｂ型 19 名

SOAR きつつき、森の工房やの、広島市皆賀園
広島南第二作業所、支援センター　あいる、いしうちの森
第三もみじ作業所、多機能型事業所　りらっくす、
協働カンパニーステップ、ひよこの家、はーとふる
第一・第二きつつき共同作業所、広島南作業所
サンライズ、ふるーる、じゃがいも、ゆう香クラブ

地域活動支援センターⅢ型 １名 ワーク☆きらぼし

就労継続支援Ａ型 ２名 ひまわり、あじさい

就労移行支援 １名 就労移行支援事業所　ＲＩＮＧ

企業 29 名 ○清掃　○食品製造、調理　○部品製造　○小売店（商品陳列、
食品加工）　○事務補助　○運送、メール便　○介護補助

その他 ４名 在宅等
� ※　複数の利用を含む

高
こう

等
とう

部
ぶ

では、高
こう

１で校
こう

内
ない

実
じっ

習
しゅう

、高
こう

２で職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

、
高
こう

３で職
しょく

場
ば

実
じっ

習
しゅう

を行
おこな

います。

職
しょく

場
ば

体
たい

験
けん

実
じっ

習
しゅう

・職
しょく

場
ば

実
じっ

習
しゅう

校
こう

内
ない

実
じっ

習
しゅう

鮮魚のパック詰め 在庫管理 封筒づくり 歯科器具の袋閉じ

しいたけの菌打ち

ワープロ
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オルゴール

児じ

童ど
う

生せ
い

徒と

作さ
く

品ひ
ん

8児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

の作
さく

品
ひん

や製
せい

品
ひん

は様
さま

々
ざま

な展
てん

示
じ

会
かい

等
とう

に出
しゅっ

展
てん

しています。

小学部 中学部

高等部

ひな人形

キーフック コラグラフ版画

小枝を使った製品

陶土時計

染めタペストリー
きらきらボックス

モザイコアート

クリスマスツリー

T シャツのデザイン画

書初め

自画像

第 40 回全国高等学校総合文化祭出展作品
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学が
っ

校こ
う

行ぎ
ょ
う

事じ

9
　高

こう
等
とう

部
ぶ

は６月
がつ

、小
しょう

学
がく

部
ぶ

、中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

は１０月
がつ

に学
がく

部
ぶ

ごとに開
かい

催
さい

します。
　各

かく
学
がく

部
ぶ

、最
さい

大
だい

のビッグイベントです。保
ほ

護
ご

者
しゃ

や
地
ち

域
いき

の人
ひと

の応
おう

援
えん

で頑
がん

張
ば

ります。

　１１月
がつ

に全
ぜん

校
こう

で行
おこな

います。ステージあり、作
さく

品
ひん

展
てん

示
じ

ありで、毎
まい

年
とし

たくさんの方
かた

が来
き

てくださるに
ぎやかな行

ぎょう
事
じ

です。児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

も張
は

り切
き

って、準
じゅん

備
び

・練
れん

習
しゅう

に取
と

り組
く

みます。

高
等
部

中
学
部

小
学
部

文
ぶ ん

化
か

祭
さ い運

う ん

動
ど う

会
か い

・
体
た い

育
い く

祭
さ い

喫茶スマイル（高等部職業コース）

トントンずもう（中１）

なげっこランド（小６）きょうりゅうくんの登場（高等部生徒会）

和太鼓の発表（中３）
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　小
しょう

学
がく

部
ぶ

５年
ねん

生
せい

と中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

２年
ねん

生
せい

がそれぞれ行
おこな

います。
　豊

ゆた
かな自

し
然
ぜん

の中
なか

で、自
し

然
ぜん

に親
した

しむとともに集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

を体
たい

験
けん

します。

　家
か

庭
てい

を離
はな

れていつもとは違
ちが

う環
かん

境
きょう

の中
なか

で、友
とも

達
だち

と共
とも

に宿
しゅく

泊
はく

をする体
たい

験
けん

を通
とお

して集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

のあり方
かた

について学
まな

びます。
　小

しょう
学
がく

部
ぶ

４年
ねん

、中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

１年
ねん

は、校
こう

内
ない

の生
せいかつしどうしつ

活指導室を中
ちゅう

心
しん

に
宿
しゅく

泊
はく

をします。高
こう

等
とう

部
ぶ

１年
ねん

生
せい

については、市
し

内
ない

の宿
しゅく

泊
はく

施
し

設
せつ

を利
り

用
よう

します。

　小
しょう

学
がく

部
ぶ

６年
ねん

、中
ちゅう

学
がく

部
ぶ

３年
ねん

、高
こう

等
とう

部
ぶ

２年
ねん

で行
おこな

います。
見
けん

聞
ぶん

を広
ひろ

め、自
し

然
ぜん

や文
ぶん

化
か

などに親
した

しむとともに集
しゅう

団
だん

生
せい

活
かつ

を体
たい

験
けん

し、公
こう

衆
しゅう

道
どう

徳
とく

についても学
まな

びます。

　本
ほん

校
こう

では、広
ひろ

島
しま

市
し

立
りつ

の幼
よう

稚
ち

園
えん

、小
しょう

学
がっ

校
こう

、中
ちゅう

学
がっ

校
こう

、高
こうとうがっこう

等学校に在
ざいせき

籍している幼
よう

児
じ

児
じ

童
どう

生
せい

徒
と

やそ

の保
ほ

護
ご

者
しゃ

及
およ

び学
がっ

校
こう

の関
かん

係
けい

者
しゃ

を対
たい

象
しょう

に教
きょう

育
いく

相
そう

談
だん

を

行
おこな

っています。

　「一
ひ と り

人一
ひ と り

人に合
あ

った方
ほう

法
ほう

で自
じ

分
ぶん

らしく学
まな

んで

いけるように」保
ほ

護
ご

者
しゃ

の方
かた

に対
たい

しては、子
こ

どもの理
り

解
かい

の仕
し

方
かた

や学
まな

び方
かた

の特
とく

徴
ちょう

につい

てアセスメント ( 分
ぶん

析
せき

と評
ひょう

価
か

) を行
おこな

い、具
ぐ

体
たい

的
てき

な支
し

援
えん

の方
ほう

法
ほう

などを考
かんが

えていきます。

　御
ご

本
ほん

人
にん

に対
たい

しては、学
がく

習
しゅう

の仕
し

方
かた

や友
とも

達
だち

との付
つ

き合
あ

い方
かた

など、自
じ

分
ぶん

に合
あ

った学
まな

び方
かた

を指
し

導
どう

します。

サポートセンター

宿
しゅく

泊
は く

学
が く

習
しゅう

宿
しゅく

泊
は く

研
け ん

修
しゅう野

や

外
が い

活
か つ

動
ど う

修
しゅう

学
が く

旅
り ょ

行
こ う

ホテルでの食事（高１）

学校に泊まります（中１）

自分のことは自分で（小４）

サポートセンター
渋川マリン水族館（小６）

野外活動（中２） キャンプファイヤー（小５）

岡山城（中３）

USJ（高２）
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